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カラスの季節ねぐら－ねぐらの近接分裂一

中村純夫

大阪府立清水谷高等学校.〒543-0011大阪市天王寺区清水谷町２－４４

はじめに

1988年から1993年にかけて,ｶﾗｽ類Cbr”s….の季節ねぐらを解明するために,複数の

ねぐらについて４年間にわたり，高頻度で調査を行なった.この調査の過程で,まれではある

が集団ねぐらの位置が’か所にまとまらずに,近接した２か所に分裂して就時した事例を観察

した.このようなカラス類の集団ねぐらにおける分裂就時の報告は,これまでのところ国内外と

もに見あたらない．

鳥類の集団ねぐらの機能として提示された仮説には,Gyllin(1977)によるエネルギーの節約

(寒冷期に多数の個体が密集することで体温調節に要するエネルギー量が節約できる)，Ｌａｃｋ

(1968)による対捕食者戦略(多数の個体が集合することで,捕食者の接近を早期に発見し集

団的回避行動をとることで捕食の危険を低くしたり,捕食の負担を薄めたりできる)，War。＆

Zahavi(1973)，Stouffer＆Caccamise(1991)などによる情報交換(より良い餌場の情報を得るこ

とができる，日中の活動域と集団ねぐらを往復する途中に立ち寄る餌量は多いが短期間しか

利用できない餌場の情報を得ることができる)などがある.いずれの仮説にせよ,より多くの個

体が１か所にまとまって就時することで,より多くの利益が期待されている点で共通している．

日中の活動域からねぐらまでの移動ｺｽﾄを払いねぐら域まで集合しながら,近接した２か所

以上の位置に分かれてねぐら入りする行動(以下,ねぐらの近接分裂)は,上記のどの仮説に

も当てはまらない行動のように思われる.ねぐらの近接分裂は,はたしてカラスにとって利益が

あるのだろうか.そのことを知るために,観察した８つの事例をもとに,まずはこの行動の特徴と

生起した状況を明らかにすることを本報告の目的とした．
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